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 * この主題についての一連のメッセージは順番に読んでもらう必要があるため、当時述べたことの多くを削除して凝縮した要約版を掲載するのが最善だと考えました。


  



  はじめに


  この集会のための私の特別な主題は、「キリストの死のいっそう深い面の今日的意義」です。これには今日、大きな意義があります。なぜなら、十字架の根本的意義に取り組んで、実際に生き生きと経験しないかぎり、私たちは、現在の世界情勢におけるこの世と肉と悪魔の圧力に抵抗して立つことはできないからです。


  最初に言わせてください。私のメッセージの最初の部分は、あなたたちがよく知っている基礎をおさらいしているように見えるかもしれませんが、私たちの集会に前に参加したことのない多くの人々のためにはこれが必要なのです。


  キリストの死には三つの主な面があります。それぞれ別のものとして明確に認識することが重要です。（１）第一の面は、私たちはキリストの死の中でキリストと一体化されたという客観的事実です。それゆえ、彼にあって私たちは天然のアダムの命に対して徹底的に完全に死んだ、と述べられています。これがローマ六・一～六に示されていることがわかります。（２）第二は、第一の面の結果である、主観的・経験的面です――すなわち、「体の行い」を「死に渡す」ことです。これは、ローマ八・十三にしたがって、「肉」の命そのものにキリストの死を適用することを意味します。（３）次に第三の面があります。死によるキリストとの合一という基礎に基づいて分与されるキリストの命が円熟に達する時、この面が続きます。これはピリピ三・十で述べられています。それによると、「キリストの復活の力の中で」私たちは教会のために「彼の苦難の交わり」にあずかり、「彼の死に同形化」されます。ここで信者は、メイビー博士がキリストの「小羊的性質」と称しているものを、キリストの苦難にあずかることによって、自分の中に造り込んでもらわなければならないことを学びます――この苦難を、神の宥めの小羊である彼が十字架上で受けた苦難と混同してはいけません。


  



  一．死による一体化のメッセージ


  キリストの死の中で私たちは彼と一体化されたという基本的事実を求めて、ローマ六章に向かうことにしましょう。「彼の死」という言葉に注目してください。「死んだ私たちが、どうして」（二節）。「彼の死の中へとバプテスマされた」（三節）。「死んだ者」（七節）。「私たちが死んだのなら」（八節）。辞書によると、ここの「死ぬ」という言葉は、ギリシャ語では、この動詞を明確にする強調的表現になっており、完成・成就された行いを表しています。同じ言葉が二コリント五・十四「ひとりの方がすべての人のために死なれたからには」で使われています。また、コロサイ二・二〇「もしあなたたちがキリストと共に死んで」と、コロサイ三・三「なぜなら、あなたたちは死んだのであり」でも使われています。


  再び、これが意味するところに向き合うことにしましょう。次のことは、明白かつ明瞭です。すなわち、キリストが死なれた時、信者は彼の死の中でキリストと一体化されたので、体は永遠の死を被らなかったものの、キリストが死なれたように実際かつ現実に死んだのです。ギリシャ語原文の言葉は明確であり、どの節でも――「私たちが死んだのなら」「なぜなら、あなたたちは死んだのであり」――と繰り返されています。少なくとも六回以上繰り返されています。*


  



  * ローマ六・二、七、八。二コリント五・十四。コロサイ二・二〇。コロサイ三・三。二テモテ二・十一。


  



  これにより、私たちはキリストの死の中で彼と一体化されたという客観的事実が、大いに明らかになります。これらの節は「死の過程」について何も述べていません。「主観的」なものは何もありません。それについては別の箇所で出てきます。私が今関心を持っているのは、この客観的事実を十字架の宥めの面と同じくらい明確に述べることです。十字架の宥めの面では、キリストは私たちのために罪とされたこと、木の上で彼ご自身の体において私たちの罪を担われたことを、私たちは理解します。


  しかし、あなたたちは言います、「私は何年もの間これを知っていましたし、理解していましたが、これが私の生活に何らかの違いを生じさせているようには見えません」。ここで、啓示の霊である聖霊を認識する必要が生じます。この最後の時代の神の子供たちの多くは、キリストと共なる死の「真理」を受け入れてきましたが、それは聖霊の啓示によって彼らに臨んだものではありませんでした。彼らは、自分は「キリストと共に十字架につけられた」と言いますが、この真理を受け入れても、どういうわけか、実生活には期待したような違いが何も生じなかったことを自覚しています。一つの理由は、いくつかの事例では、この真理を知性によって受け入れたにすぎなかったことです――知的過程や意志の決断によって受け入れたにすぎなかったのです。それが啓示によって臨む時、信者は言わばこの客観的事実を、神の霊による心の目に対する啓示として「見」ます。まさに、ガラテヤ三・一で、ガラテヤ人たちがそうしたと述べられているようにです。


  多くの人がこの真理の力を理解してこなかったもう一つの理由は、キリストと共なる自分の死という客観的事実を、その主観的成就と混同していることです。御言葉は「あなたたち自身の救いを成し遂げなさい」とあなたたちに告げていますが、適切に教わってきたあなたたちは、私たちが自分の救いを「成し遂げる」のは、それをキリストの血を通して受けた後のことであることを知っています。全くそれと同じように、私たちはまず、キリストが十字架にかかられた時、自分はキリストと共に死んだことを、聖霊の啓示によって理解し、そして、この事実の基礎に基づいて、続けて「それを成就」しなければならないのです。この主観的に「成就すること」について理解しないまま、多くの人は自分が実際に理解してきた客観的事実を「効き目がない」と言って手放しています。


  



  一体化の瞬間


  



  しかし今、ここで、フィリップ・マウロが彼の本の中の一つで明らかにしている重要な点が明らかになります。彼の死における信者のキリストとの「一体化」は実際にいつ始まったのか、という疑問が生じるのです。マウロが言うには、それは「キリストの死の瞬間に始まった」のであって、「その前ではない」とのことです。信者は、世の罪を取り除く神の小羊であるキリストの宥めの御業の苦難に、決してあずかることはありません。彼が大声で「成就した」と叫んだ後、この神・人は「ご自身の霊を渡して」（ルカ二三・四六、マタイ二七・五〇）、死なれました。この彼の死の瞬間に、信者はこの死の中で彼と一体化されて、彼と共に死んだのです。マウロの指摘によると、ローマ六・十「彼が死なれたのは……」の動詞は肉体からの退去を意味します。


  死における私たちのキリストとの一体化に関して使われている言葉はどれも明確です。私たちは「彼の死の中へとバプテスマ」されています――十字架上における彼の苦難の中にではなく、彼の死の中にバプテスマされています。この一体化の死で、私たちは彼の十字架の苦悩、恐怖、暗闇や、彼の死に先立つ事柄にあずかることはいっさいありません。彼はひとりで贖いの御業を成就されました。彼は死の瞬間に達する前に、「成就した」と言うことができました。そして、死の瞬間に、彼の死の受益者たちはみな、彼と共に死んで、肉体から退去される彼にあって、彼と共に別の領域に移りました――「キリスト・イエスにあって」神に対して生きる領域に移ったのです。


  



  この一体化の生命力


  



  「あなたたちも、キリスト・イエスを通して、自分は罪に対して死んでいるが、神に対して生きていると認めなさい」（ローマ六・十一）。キリストの死における彼との一体化による合一は――姿勢ではあるのですが――「姿勢」以上のものであり、――立場ではあるのですが――「立場」以上のものです。これは、罪の重荷からの解放と同じくらい、信者の経験上、実際的事実とならなければなりません。これを理解しそこなったせいで、「キリストと共なる死」の「立場」と「姿勢」を維持していても、真の生命力に欠けているのです。キリストの死における彼との真の一体化による合一は、それが聖霊によって、この真理に関する信者の理解と連携した彼の御業によって実現されるとき、「死」であるだけでなく命でもあることを、私たちは見る必要があります。


  私たちは「死」というこの言葉を人間的価値観で考えてしまいますが、メイビー博士が書き記しているところによると、「キリストの死は通常の死ではなく」、むしろ、「全く新しい独特な死」でした。「たんなる死すべき存在の死とはかけはなれたものであり」「むしろ不死の存在の死と称されるべきである」。「その中に含まれているのは」と彼は述べています。「復活したキリストご自身との新しい有機的合一のエネルギーである」。「この死は、その事実と全エネルギーとをもって威力を発揮するようになるとき、信者の中に入って力づけて、新しい命――それはキリストの死によって信者に委ねられたのである――を生きさせるようにする死だったのである」。*


  



  * これらの文を抜粋したメイビー博士の本の名は
 「十字架の意義とメッセージ」
 「十字架の神聖な理由」
 であり、Fleming H. Bevell, New York によって出版されました。
 　Hodder Stoughton, London によって出版された三冊目の本の名は、「キリストの死はどのように私たちを救うのか？」です。残念なことに、すべて絶版になっていますが、きわめて価値があります。


  



  他の箇所で、メイビー博士は再び、キリストの死は「放射性」である、と書き記しています。先日、私はある医者に、ラジウムについて少し教えてください、とお願いしました。すると、彼は言いました、「ラジウムは世界で最も強力な凝縮された力を持っており、その近くにあるものすべてに自らのエネルギーや力を賦与する能力があります」。「確かに」とある宣教士は言いました。「その光線を直接浴びると死んでしまいます。燃やされてしまうからです」。


  愛する人よ、私たちはキリストの死を、その中に何の「命」もない人の「死」の見地から考えてきたせいで、誤ってきたのではないでしょうか。そして、そのせいで、その「放射性の」力の恩恵を受けてこなかったのではないでしょうか。私たちは復活の「命」について述べてきましたが、正直に言って、それを豊かに得ることに失敗してきました。それは、この命は神・人なる方の死の中にあること、そして、この命の強力な力が私たちに伝達されるのは、私たちが神聖な死の放射性の効力の下に実際的・継続的に服する時だけであることを、私たちが見ていなかったためです。


  先に進む前にあなたたちに示すべき、メイビー博士からの引用がさらにいくつかあります。十字架の客観的教えだけでなく、主観的教えの必要性について記して、彼はこう述べています、「身代わりという客観的な面を省くなら、主観的経験を得るための主要な力を失うことになる。主観的な面――身代わりの御業が個人的な造り変えの力になる経験――を省くなら、キリストの行程の複合的な死・復活のエネルギーを無効化することになる……」。これから次のことは明らかです――もし「身代わりという客観的な面」を省くなら、「主観的」経験は得られません。主観的経験を省くなら（たいていの人はそうしています）、私たちを救うキリストの「複合的な死・復活のエネルギーを無効化する」ことになります。あなたはこの二つの面を持つ必要があります。すなわち、あなたの信仰の対象としてのキリストの客観的御業と、経験して現実化すべきその主観的適用です。


  「客観的な面と主観的な面は、実体と影のように、互いに関連しあっている」と再びメイビー博士は書き記しています。「それらは相互に暗示しあっている」「新たな生き生きとしたエネルギーがその人の内に働くので、この過程全体は実に倫理的なものになる」。


  



  一体化による合一の現実


  



  キリストの死における彼との一体化による合一を理解できるのは、聖霊の啓示と協働の御業によってのみであることを、私たちははっきりと見ました。さて、聖霊がどのように協働の力をもって働かれるのかを見ることにしましょう。ローマ六・五は、これを二、三の短い言葉で述べています。「もし私たちが彼の死の様の中に共に植えられてきたなら」（欽定訳）。これは、数瞬で水の下に沈んで出て来る「様」以上のことを意味します。「彼の死の様」の中に「植えられる」という言葉は、神の霊によって生じる実際的合一を伝えます。この節に対するＪ．Ｎ．ダービーの注釈によると、「植えられる」という言葉は原文の意味を伝える最も明確な表現ではありません。彼が言うには、「それは文字どおりには『共に成長させられる』こと、したがって『徹底的に一つであること』を意味する……」とのことです。信者は、御霊の働きによって、キリストの死と「徹底的に一つ」とならなければなりません。それは言わば、その中に「植えられ」て、その型もしくは様の中で「成長する」ためです。


  ですから、二節の「私たち死んだ者は」が示す一体化の事実は、五節で経験上の一体化の事実となります。この「植え付け」の時から、信者の内にあるこの命は、キリストの小羊のような性質という型の中へと成長していきます。


  この意味で、信者は「死の中にとどまり続け」ます――無力な自分自身の死の中にとどまり続けるのではなく、放射性の強力な力に満ちた、キリストにある神の死（メイビー）の中にとどまり続けます――信者が「死の中にとどまり続け」るのは、根にとどまり続けている木が、地に打ち倒されても、そこから命の力が現れて、成長し、実を結ぶのと同じです。


  コニーベアの五節の訳はさらに印象的です。それは、「もし私たちが彼の死の様の中へと接ぎ木されているなら」となっています。注釈はこう付け加えています、「枝が接ぎ先の木と一つであるように、文字どおり、命の合一にあずかる者となったのである」。


  このような「接ぎ木」は聖霊によってのみ可能です。「共に成長」して「徹底的に一つ」になるにせよ、彼の死の中へと「接ぎ木」されるにせよ、どちらも目的は同じです。キリストの死における彼との一体化による合一は、神の御言葉を信じる信仰によって理解すべき事実であるだけでなく、経験上の事実にもならなければなりません。


  これが、現段階における全体像です。キリストの死における彼との私たちの一体化に関して、聖霊は私たちの中に何かをなさなければなりません。神の霊の働きによって、それは経験上の事実になります。キリストの死の中に「植えられ」て、その様の中でキリストの中へと成長し込む瞬間から、その後の人生の間ずっと、「彼の死」はあなたのクリスチャン生活全体の根幹となります。「もし私たちが接ぎ木されているなら……」。枝を接いで木と一つにするとき、その意図は、両者を通して一つの命を流れさせることです。ですから、自分の「立場」を見るだけでは十分ではありません――神によって何かがなされなければなりません。あなたは聖霊によって、キリストが死なれた時に彼と一体化されたという事実の中に、深く植え付けられているでしょうか？あの瞬間から、接ぎ木された枝のように、あなたたちは命の合一にあずかる者となったのです。


  



  二．死による一体化の適用


  さて、キリストの死の二番目の面、すなわち、主観的な面に向かうことにしましょう。この面は、贖われた信者の性質の中にある「肉」すなわちアダムの命にキリストの死を実際に適用することについてです。ローマ七・四を読んでください。


  
    「あなたたちもキリストの体によって（中略）死んだのです。というのは、私たちが肉の中にあった時、罪の情動が（中略）私たちの肢体の中に働いていたからです……」。
  


  この節の「死んだ」というギリシャ語は、ローマ六・二、七、八、コロサイ三・三等で引用した他のどの言葉とも異なります。それは「サナトー（thanatoo）」であって、「アポセネスコ（apothenesko）」ではありません。辞書によると、「サナトー」は「生命原理を取り去って」「死に渡す」ことを意味します。これがローマ八・十三「御霊を通して体の行いを『抑制』しなさい、すなわち、死に渡しなさい（欄外）」で使われている言葉です。ここに、一体化の事実――これを信者はすでに理解しており、自分の存在の中心で現実のものになっていました――の主観的な効力、すなわち、肉の命に対するその詳細な適用が、とても明確に示されています。信者は「彼の死の様の中へと植えられ」、キリストとの一体化による合一により、自分の場所に「接ぎ木され」たので、彼の死の強力な力が全き力で活動するようになりました。信者は今や、これを「体の行い」――自分の「肢体」の中に生じかねない「罪の情動」――に適用します。体の行いをよくよく警戒して「死に渡す」べきものと常に見なさなければなりません。中心における一体化による合一が発達して、キリストに全く同形化された命に至るには、そう見なさなければならないのです。


  このように絶えずキリストの死を適用して、体の行いを「死に渡す」必要性を理解するには、聖書が「肉」と「霊」について教えていることについて、そして、御霊が支配できるようになるために「肉」を対処する方法について、明確な展望を持つ必要があります。というのは、肉が侵入しようとしている時に、「肉」を識別して、それを直ちに対処する方法を知っていなければ、この中心的な一体化の力は失われてしまうからです。次のことを強調しなければなりません。すなわち、私たちの存在の奥底でどれほど深くキリストの死の中に「植えられて」いたとしても、私たちの肢体の中にある「罪の情動」が少しでも活動し始めることのないよう、絶えず警戒している必要があるのです。


  しかしまず、パウロが「肉」について述べていることについて。この言葉で彼が言わんとしているのは、アダムの命全般のことです。私たちはその中に生まれました（ヨハネ三・六、エペソ二・二、コロサイ二・十三）。「肉」が神に対して何なのか、ローマ八・七～八からわかります。それは本質的に「神に対する敵意」であり、「神を喜ばせることができません」。「肉」が人に対して何なのか、ガラテヤ五・十九にその要約が見つかります。「肉の働きは明らかです……」。この数節の中に、その働きの様々な面に関する鮮明な絵図が分類されています。（１）おぞましい肉体的罪、（２）憎しみ、不和、張り合い、怒り、争いといった、邪悪な気質、（３）宗教的な形の陰謀、分裂、党派、（４）偶像礼拝や魔術によるサタンとの邪悪な超自然的交わり、（５）自己耽溺、泥酔、宴楽です。これらの「働き」はみな容易にわかります。そして、たいていの信者は、「肉」のことをここに挙げた特徴の様々な面を意味するものにすぎないと思っているせいで、自分は「肉にしたがった歩み」から全く自由であると夢想しています。肉がより洗練された形で働いている時でも、「肉」は「肉」であることを彼らは理解していません。さらに肉的な罪の中に含まれている、「不和」、「張り合い」、「争い」、分裂や党派についてはどうでしょうか？御霊にしたがって歩いていない時はいつでも、「肉にしたがって歩く」おそれがあることを、彼らは理解していません。神の子らとして御霊に真に導いてもらうには、「体の行い」を死に渡して、御霊にしたがって歩く必要があるのです。


  これをはっきりと見るためにローマ七・五に戻らなければなりません。「私たちが肉の中にあった時」とパウロは述べています、「罪の情動が私たちの肢体の中に働いていました」。そして、信者がキリストの死という放射性の力の下にアダムの性質を置いて、「御霊にしたがって歩く」のをやめるとき直ちに、信者の命がどの段階にあったとしても、罪の情動が常に働くことになります。


  ローマ七章の五節以降はすべて、自分自身の中にある信者の実際の状態に関する霊感された絵図です。信者が御霊にあって歩くのをやめるとき直ちに、常に自分自身の中に陥ります。「ローマ七章が六章と八章の間にあるのは、両者の間のある種の行路としてであり、信者がローマ八章に入る時、ローマ七章は過去の歴史になるのである」と考える人々もいます。しかし、アンドリュー・マーレー博士は、ローマ七章とローマ八章は併存する、と述べています。つまり、信者がローマ八章にしたがって御霊にあって歩くのをやめるとき、遅かれ早かれ、ローマ七章の経験に陥ったことに気づくのです。二五節のパウロの結論の言葉、「このように私自身、思いでは神の律法に仕えていますが、肉では罪の法則に仕えているのです」から、これは正しいように見えます。これは、「肉」はずっと肉のままである、ということです。そして、私たちは「肉にしたがって」「歩き」「生きる」ことはないかもしれませんし、その必要もないのですが、常に「御霊に導」いてもらって、罪と死の法則の力の下に陥らないように守ってもらうには、「体の行い」を常に「死に渡」さなければならないのです。


  今日、この厳粛な事実を理解することが、きわめて決定的に重要です。なぜなら、天上にある命を知る知識の中に進み入ろうとしている多くの人々の間に、次のような危険性があるからです。すなわち、自分たちに「肉」が侵入するおそれはない、自分の死すべき体におけるイエスの命の現われを経験しようと求めているならなおさらである、と思い込む危険性です。彼らは「キリストにある新創造」であると言います――確かにそうなのですが、私たちはまだ「新創造の」体を受けていません。私たちの現在の卑しい体は、天からの主の来臨を待ち望んでおり、その時はじめて、彼の栄光の体に同形化されるのです。現在の深刻な危険は、真理の早まった適用です――「書き記されていることを踏み越える」（一コリント四・六）ことです。というのは、悪魔は信者をあからさまな「肉」の中に陥らせることができないと、十字架という中心的基礎に焦点付けられていない霊の領域の中に、そして、霊化された「肉」を事実上意味する超霊性の中に、信者を押しやるからです。「誤謬」とは「真理」をほんの少しだけ踏み越えて、そうして均衡・均整の取れた全体を構成する他の真理の視点を捨て去ったものである、と述べられてきました。次のこともまた確かです。すなわち、このような覆いの下で、「肉」は気づかれることも認識されることもない何らかの狡猾な形で働き始めるのです。


  さて、キリストの死の実際的適用とそれがなされる方法について。再び、ローマ七・四と併せてローマ八・十三に向かうことにしましょう。というのは、この二つの節では同じギリシャ語が使われているからです。すでにはっきりと見ましたが、この一体化の事実が私たちの存在の中心で経験される時、「体」とその「肢体」の対処が常にそれに続きます。


  ローマ八・十三は私たちに、「体の行い」を「死に渡し」なさい、しかしそれは「御霊により」ます、と告げます。これは何を意味するのでしょう？次のことにほかなりません。すなわち、信者が「体の行い」を「死に渡す」のは、聖霊がキリストと共なる死を自分に対して事実としてくださる、と信頼することによるのです。「あなたたちは死んだのであり……」とパウロは書き記しています。すでに一体化による合一によって「死んで」いるのですから、信者は今や、「自分の肢体の中に罪の情動」が生じるのに気づいたら、それらに対して「死ななければなり」ません。「キリストの十字架は」と故Ｃ．Ａ．フォックスは書き記しました、「肉が焼灼されて死に渡される実習室である（中略）地上にあるあなたの肢体を、しかるべく抑制せよ。それは、誘惑的な欲望が生じかねない前に、そのすべてに対して、十字架という燃える焼灼剤を直ちに適用することによってである……」。


  この言葉は、キリストの死は「放射性」である、というメイビー博士の言葉と驚くほど似ています。そうです、これこそ私たちが握るべきものです。キリストの「死」の中には強力な力があります。「罪の情動」を私たちの肢体の中に生じさせようと常に待ち構えている肉の「生命原理」から、その力を奪わなければなりません、人の死を超えたあの死の「焼灼剤」すなわち放射能を適用することによってです。すると、神はほむべきかな、この「焼灼剤」が聖霊によって適用される時、あの死に特有の神の命が、復活の力によって、信者が勝利のうちに歩むことを可能にします。というのは、キリストにある神の非受造の命だけが、死の中に下って行き、その中から抜け出して、彼と共に人々を連れ出せたからです。その人々はみな、神の潜在的御旨によると、彼の中で死んだ人々であり、今や一体化による合一の中であの死の中に下って行き、彼の中で絶えず命の新しさの中によみがえって彼の栄光へと至ります。


  「ですから、あなたたちの地上の肢体を死に渡しなさい」。おお、神の子供よ、あなたの心を上にあるものに置きなさい、「なぜなら、あなたたちは死んだのであり、あなたたちの命はキリストと共に神の中に隠されているからです」（コロサイ三・三、五）。


  



  三．死による一体化の継続性


  キリストの死における信者の彼との死による一体化の三番目の面を、いま熟考しなければなりません。この面には、今日、私たちの復活・昇天した主にとって、また、彼のからだである教会にとって、きわめて深い重要性があります。


  この面を示す節を、私たちの大部分はよく知っています。それでも、それに向かうたびに、自分は十字架に関してその底知れぬ深さの縁に触れたにすぎない、と思わされます。二コリント四・十～十二のコニーベアの訳に向かうことにしましょう。「自分の体に私は絶えずイエスの死を帯びています。それはまた、私の体にイエスの命が現わされるためです」。文字どおりには「イエスの致死力」です――「死」と訳された言葉はネクロシス（nekrosis）であり、ローマ六章やローマ八・十三で使われている言葉とはかなり異なります。辞書によると、「それは未完成で進行中の活動を示す表現」です。


  コニーベアの注釈によると、「ここで『死』と訳されている言葉は、死体の死んでいる様子をまさしく意味する。まるで聖パウロは、『自分の体は死体に優るものではないが、キリストの復活の命を与える力にあずかっている死体なのである』と言わんとしているかのようである」。欽定訳では、「絶えず体にイエスの死を帯びています（中略）なぜなら、私たち生きている者は絶えず死に渡されているからです」となっています。


  死による一体化のこの面を理解する重要性は、どんなに強調しても強調しきれません。この箇所では「絶えず」と言う言葉が鍵となる言葉です。なぜなら、この言葉は、死による一体化を持続的に理解して深めていく必要性を示しているからです。これが必要なのは、存在の中心における初期の一体化による合一が十分な結果に達するためであり、そして、復活の命が「死すべき体」に十分に分与されて、「体の行い」を着実に「死に渡す」ためです。


  キリストとの継続的な死による一体化をおいて他に、「復活の命」が実際に分与されることはありません。ここでもまた、メイビーの言葉は啓発的です、「死と復活を分けることはできない。それらは一つの事実の両面なのである」。「キリストの死は復活を帯びている」。ローマ六章の面を理解して、その言葉がアオリスト時制であって、キリストと共なる私たちの死は成就された事実であることを見、さらに続けて、「地上の肢体」を死に渡し続けることが、存在の中心における死による合一が無に帰したり空しくなったりしないために、絶えず必要であることを見た以上――同じように今、私たちは次のことにも気をつけなければなりません。すなわち私たちは、「復活の命」の中を歩く一方で、死によるこの交わりはたんに「姿勢」や「立場」として維持するだけでいい、と考えてはならないのです。さもないと、確実に「復活」の「力」の不在という羽目になるでしょう。つまり、私たちは「霊的」であるように見せかけた天然の人の力によって生きるようになって、イエスの命そのもの、彼がいま栄光の中で持っておられるあの命の真実な実際的分与に欠けることになるでしょう。


  ですから、現在、次のことはどんなに強調しても強調しきれません。すなわち、復活の命が私たちに分与されるのは、私たちが死による一体化による合一を維持する時だけなのです。それは毎瞬、復活された主から、彼の死を経て、私たちに臨みます。そして、私たちが彼の死という焦点から逸れるやいなや、復活の命のこの分与はやみます。この中心は不動のままかもしれませんが、周辺へのこの命の分与は直ちにやみ、他の人々への命の流出も直ちにやんでしまいます。言葉使いは変わらず、知性は真理に関する知識を保っており、意志や信仰に変化はないかもしれませんが――復活した主からの命の流れはやんでしまいました。なぜなら、絶えざる死による結合によって道から除かれ続けるべきものが再び邪魔して、「死体に優るものではない」「体」を「キリストの復活の命を与える力」によって生かしてもらえなくなったからです。


  私たちの死による一体化のこの面とよく似ている神の法則、自然法則があります。ご存じのように、肉体の中で死の過程と命の過程が継続的に進行中であり、健康を正常に保つには一方が他方を上回ってはなりません。そこで、この同じ法則を認識して、メイビーは十字架の原則の「複合的な死・復活のエネルギー」と称しています。霊・魂・体に対して「新創造」が意味するところをすべて把握しようとしすぎるあまり、必要な死による交わりを維持・深化せずにいるなら、たとえ信者が「真理」を保持しようとしても、その中には何の力もありませんし、空中の欺く霊どもの影響を受けるようになります。それらの霊どもは、人が理解しようと熱心に身を伸ばしている真理の「新創造」の面の偽物を与えようとひたすら待ち構えているのです。


  ですから、十字架の死による合一のこの面がどれほど決定的かは明らかではないでしょうか！それは現在のすべての必要に触れますし、現在の唯一の主要なメッセージは十字架のすべての面であることを示します。それこそが、現在、神の子供たちの間で働いているサタンの計略の各面に立ち向かう唯一のメッセージなのです。


  さて、この「体にイエスの致死力を帯びる」ことが実現される方法と、信者自身におけるその他の結果について見ることにしましょう。私たちが引用したこの節は、使徒がこれを書いた当時の彼の状況・環境を垣間見せてくれる数節の頂点です。それによると、キリストとの死による一体化による合一を知っている信者は、自分に対するあらゆる外部の出来事を主との死による合一の光の中で読み解かなければなりません。「悩まされ」「困惑し」「迫害され」「打ち倒され」――すべてがキリストとの死による合一を深める方向に進みます。信者はキリストのように実際の「十字架」は受けないかもしれませんが、カルバリで「キリストを死に渡」したものをすべて受けます。そして信者は、自分を取り巻く環境をこの光の中で読み解かなければなりません。それらの環境は、信者をますます深くあの死に同形化するという目的のために、神によって直接許されたものなのです。


  次に、いわゆるこの客観的な面の計画性に注目しましょう。聖霊は、この交わりを生み出す責任を負っており、「イエスの命」が「自分の死すべき体に現わされる」経験をすることを心から願っている信者を実際に何度も何度も死に渡されます。「新創造」が意味するところをすべて知りたければ、死を帯びることができるように「イエスのために死に渡され」る覚悟をする以外に道はありません。


  きわめて深刻な重要性を持つ二つの結果が、神の教会に、そして、信者本人に生じます。第一の結果は十二節に見られます。「こうして、死は私たちの中に働き、命はあなたたちの中に働きます」。なんと底知れぬ深みを、ここで私たちは垣間見ることでしょう。「死」は私たちの中に、「命はあなたたちの中に」働くのです。これこそキリストご自身の死のまさに核心ではないでしょうか？「死」は彼に、命は私たちに与えられました。ジュークスはここで意義深い言葉を述べています。彼はこう書き記しています、「どうか私たちもまた、キリストの肢体として、彼の傷ついた両手と脇腹のように、水と血を流す秘跡となりますように」。


  十一節の「イエスのために」は、これを暗示しているのではないでしょうか？ここで復活された主とのとても深い合一が登場します。それは信者がこう言えるほどのものです、「私は、キリストのからだのために、彼の苦しみの欠けたところを、私の肉体において満たしています……」（コロサイ一・二四、Ｃ．Ｈ．）「キリストの苦難が私に臨みました」（二コリント一・五）。これは明らかに、ローマ六章の罪に対する「死」でも、ローマ八・十三の「体の行い」を「死に渡すこと」でもありません。死によるこの合一は今や大いに深まっており、主ご自身のように、信者がこの世に生きているのは、ただ「ほふられるための羊」と見なされるためです。「一日中死に渡されて」（ローマ八・三六）他の人々に命を及ぼすために、注ぎの供え物として注ぎ出される秘跡となるのです（ピリピ一・十七、Ｃ．Ｈ．を見よ）。


  キリストとのこの深い死による結合のもう一つの結果は信者本人に対するものであり、信者はますますキリストの型に深く同形化されて、メイビーがキリストの「小羊的性質」と称しているものにあずかるようになります。これを垣間見るためにローマ八・二九を見ることにしましょう。こう記されています、「神はあらかじめ知っておられた者たちを、御子の型に似た者にしようと、あらかじめ定められました」。「苦難の中で似た者に」とコニーベアの注釈にあります。さて、へブル二・十を見ましょう。「多くの子らを栄光にもたらすために、彼らの救いの君を苦難によって成就されました……」。文字どおりには、コニーベアの注解によると、「定められた完成へと至らせること、完全に理想的な性格を発達させること」です。御子の型という完全な理想を全く成就するには「苦難」が必要でした。信者は「この型に似た者とされ」なければなりません。御子に「苦難」が必要だった以上、「長子である彼に結合され」た者たち全員にも苦難が必要です。もし御子が「受けた苦難によって従順を学んだ」のだとすると――彼のかたちに同形化されるべき者たちはなおさらです。ですから、ここにピリピ三・十への鍵があります。「それは私がキリストと彼の復活の力と彼の苦難の交わりとを知り、彼の死に同形化されるためです」。彼の死への同形化は、私たちが彼の栄光の体の似姿に同形化されることの一つの面です。


  さて最後に、キリストとのこの死の交わりに関する「御座の生活」について一言述べることにします。天の御座の中央には「ほふられたばかりのような小羊」（黙示録五・六）がおられることを忘れないようにしましょう。あなたは「キリストと共なる死」について、そのゴルゴタの面しか考えていないかもしれませんが、この死の力は天の御座の中心で絶えず生き生きと働いているのです。それは人の死であるだけでなく、「キリストにある神」の死でもあるので、その中には天の御座で絶えず働く新鮮で強力な力があります。「復活」はゴルゴタでの死によりました。そして、ほふられた小羊がこの天の御座の中央におられます。


  キリストにあるこの真の「御座の生活」の権威を、彼に結合されている者はみな持っていますが、それを実際に行使できるのは、信者が死による一体化による合一に深く焦点づけられている時だけです。一コリント四章はこれを垣間見せてくれます。この節から偽物と本物の特徴の対比を見ることができます。八節は「御座の生活」を捉えようとしている「霊化された肉」を描写しています――「あなたたちはすでに霊の糧をたらふく食べています。すでに裕福になり、自分たちで王座についています」――九～十三節は、主との交わりの「複合的な死・復活のエネルギー」に真にあずかっている人の真の「御座の生活」を描写しています。私たちは「死に定められた犯罪者のようであり、世界中の人々や天使に対して見世物となっています。（中略）呪われては祝福し、迫害されては耐え忍び、中傷されては優しい言葉を返しています……」。これが、小羊として天の御座の中央におられる方の小羊のような性質です。
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